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第二章では、本研究で対象となった核医学及び SPECT の概要をまとめていて、 SPECT 定量測定の重要性を示して
いる。また、従来から SPECT 定量測定のため研究されていた散乱線補正法や減弱補正法について概説している。
第三章では、現在臨床で使用されている唯一の散乱線補正法 TEW の収集エネルギーウインドウ最適化について、 3
次元モンテカルロシミュレーションにより検討し、約40%の従来法の過大評価が本論文の収集エネルギーウインドウ
の方法により約l.8%誤差に改善されることを示している。














2 )減弱補正時の最大のパックグランドである鉛の K-X 線の混入を除去する手法を示し、 CT 画像を非常に鮮明化
することに成功している。
3 )検出器の空間分解能を補正する新しい手法を示し、左心室 CT での従来誤差約13% を1. 4%に縮小することに成
功している。
以上のように、本論文は、 SPECT 核医学の手法で問題となっていた画像鮮明化を大きく向上させたもので、核医学
への寄与及び原子力工学の医療への応用の面での寄与は大きい。よって本論文は、博士論文として価値あるものと認
める。
